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ここに注目！

川端康成や太宰治など、数々の有名文豪の生原稿
や貴重な初版本を多数保存する近代文学の宝庫。

様々なクリエイティブワークを手がけるBAKERUが、日本近代文学館の食堂内にオープン
した文学カフェ。マニア垂

すい

涎
ぜん

の稀少本から日本文学史を彩る名作まで、店内には約2万冊の書籍があ
り、どの本も閲覧が可能です。「芥川 AKUTAGAWAコーヒー」「太宰治のりんご酒」「坂口安吾の
焼鮭サンドイッチ」など、作家ゆかりのユニークなメニューが揃っています。

ブックカフェ「BUNDAN」

約15,000人もの人から資料の寄贈を受けた文学館です。川
かわ

端
ばた

康
やす

成
なり

や太
だ

宰
ざい

治
おさむ

、夏
なつ

目
め

漱
そう

石
せき

、芥
あくたがわ

川龍
りゅう

之
の

介
すけ

、島
しまざきとうそん

崎藤村、石
いしかわたくぼく

川啄木、樋
ひ

口
ぐち

一
いちよう

葉、有
ありしま

島武
たけ

郎
お

など、日本近代文学を代表する、そうそうたる作家
たちの手稿、原稿が保存されています。

展示資料・所蔵作品

▲太宰治「人間失格」原稿

　小説家で詩人でもあった高
たか

見
み

順
じゅん

※1や小
お

田
だ

切
ぎり

進
すすむ

※2ら文壇・学会有志の呼びかけ
で、1967(昭和42)年4月、駒場公園内にオープンしました。経済成長へ向かう激し
い社会の移り変わりの中で、散

さんいつ

逸のはなはだしい近代文学関係の資料を収集・
結集させ、各界からの絶大な援助によってつくられた文学館です。モダンな校

あぜくら

倉づ
くり※3風の白い近代的な建物の館内には、現在、図書や雑誌を中心に、数々の名
作の原稿も含め約120万点の資料を収蔵。閲覧室や展示室で、書籍や電子媒体と
して公開しており、有名な作家さんたちも訪れています。
　また、ブックカフェ「BUNDAN」があり、落ち着いた雰囲気の店内には稀少な
本から名作まで自由に閲覧可能な書籍が置かれ、ゆっくりと読書をしながら文
豪にまつわる料理やソフトドリンクなどが楽しめます。
※1）高見順(1907〜1965)…小説家・詩人。日本近代文学館設立にも尽力。
※2）小田切進(1924〜1992)…日本近代文学の研究者。
※3）校倉づくり… 木材を井

い

桁
げた

に組んで外壁とする建築手法。

目
黒
区
駒
場
４-

３-

55

０
３(

３
４
６
８)

４
１
８
１

９
時
30
分
〜
16
時
30
分(

最
終
入
館
は
16
時
ま
で)

日
曜
・
月
曜
・
第
４
木
曜
・
年
末
年
始
、２
月
と
６
月
の
第
３
週(

特
別
整
理
期
間)

京
王
井
の
頭
線「
駒
場
東
大
前
駅
」徒
歩
約
７
分

駒
場
公
園
内
に
あ
る
近
代
か
ら
現
代
文
学
の
殿
堂

日
本
近
代
文
学
館

美術館
博物館
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　池尻大橋駅から目黒川を渡り玉川通りを東へ。通り沿いの鳥居をくぐり、石段
を登った高台に鎮座する神社です。天正の時代(1573年〜)に武田信玄の家臣で
ある加藤氏が上目黒村へ移り住んだ際、甲

か

斐
い

国
のくに

上
うえ

野
の

原
はら

(現在の山梨県)の産
うぶ

土
すな

神
がみ

をこの地で祀
まつ

ったのが始まりといわれています。御祭神は悪
あく

疫
えき

撤
てっ

退
たい

の神である
「素

す

盞
さの

嗚
おの

尊
みこと

」、太陽の神「天
あま

照
てらす

大
おお

御
み

神
かみ

」、学問の神「菅
すが

原
わら

道
みち

真
ざね

公
こう

」です。
　上目黒村の鎮

ちん

守
じゅ

として人々の生活を見守り続け、目黒川の度重なる氾濫や疫
病からも氏子を守ったことから「この神の氏子はいにしえより疫病知らず」と伝
えられてきました。現在も悪疫撤退や厄除の神様として崇敬を集め、多くの参拝
者が訪れます。
　社務所横にそびえる御神木はクスノキで、今から150年ほど前、近所に住んで
いた人が植えたといわれています。不思議と成長が早く、手で持てるほどの苗木
が今では高さ20mを超える大樹となりました。
　境内には2つの末

まっ

社
しゃ

があります。境内西側に鎮座するのは稲荷神社。御祭神は
「宇

う

迦
か

之
の

御
み

魂
たまの

神
かみ

」で農耕・産業全般の神様です。初
はつ

午
うま

祭では商売繁盛や家内安
全の祈願として、のぼり旗を奉納することができます。
　そして本殿を挟んだ境内東側には、目黒富士浅

せん

間
げん

神社があります。御祭神は
鎮火や安産の神「木

この

花
はな

咲
さく

耶
や

姫
ひめの

命
みこと

」。歌川広重の作品でも有名な目黒元富士の石
祠や石碑が1878(明治11)年にこちらの境内に移され、浅間神社も末社として遷

せん

座
ざ

しました。正面階段の西側には自然の崖を利用した富士浅間神社登山道が作
られ、毎年7月1日には山開き神事と浅間神社例大祭が行われています。
　正面の石段は1816(文化13)年に小松石で作られました。1905(明治38)年に
は神社前の大山道(現在の玉川通り)拡張のため、石段を改修。現在は歩道から
54段と急勾配ですが、かつては玉川通りの中央付近までゆるやかな石段が続い
ていたそうです。

ここに注目！

こちらでは氷川神社、浅間神社、稲荷神社の3種類の御朱印が
頂けます。カワイイ桜のお守りも！

目
黒
区
大
橋
２-

16-

21

０
３(

３
４
６
６)

２
５
０
７

常
時

な
し

東
急
田
園
都
市
線「
池
尻
大
橋
駅
」徒
歩
約
５
分

「
氏
子
は
疫
病
知
ら
ず
」と
伝
え
ら
れ
る
神
社

上か
み

目め

黒ぐ
ろ

氷ひ

川か
わ

神じ
ん

社じ
ゃ

神社
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日
本
民
藝
館

日
用
品
の
中
に
美
を
見
い
だ
す「
民
芸
」は
こ
こ
か
ら
広
ま
っ
た
！

目
黒
区
駒
場
４-

３-

33

０
３(

３
４
６
７)

４
５
２
７

10
時
〜
17
時(

最
終
入
館
は
16
時
30
分
ま
で) 

月
曜(

但
し
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日)

、年
末
年
始

陳
列
替
え
な
ど
に
伴
う
臨
時
休
館
有
り

京
王
井
の
頭
線「
駒
場
東
大
前
駅
」徒
歩
約
７
分

美術館
博物館

　1936(昭和11)年10月に柳
やなぎ

宗
むねよし

悦(1889〜1961)と、陶芸家の濱田庄司やイギリ
ス人の陶芸家バーナード・リーチら、その同志たちによる熱心な民芸品の蒐

しゅうしゅう

集と
研究が、実業家の大

おおはらまごさぶろう

原孫三郎の財政援助によって進められ、財団法人日本民藝
館として誕生。柳宗悦が初代館長となりました。
　建物は本館(木造 瓦

かわら

葺
ぶき

2階建)と倉庫(鉄筋2階建)、西館(木造瓦葺長
なが

屋
や

門
もん

※1

と木造瓦葺2階建主屋)からなっています。西館の長屋門は1880(明治13)年に
栃木県国本村(現宇都宮市の郊外)に建てられたもので、大

おお

谷
や

石
いし

で屋根を葺
ふ

いた
石屋根造りの建物で、1934(昭和9)年に柳宗悦が現在の場所に移築したもので
す。また本館は1936(昭和11)年建築で、桟

さん

瓦
がわら

葺
ぶき

、漆
しっくい

喰塗り込めに大谷石を貼
る建物で、造形の規範になっているとして、1999(平成11)年、長屋門と共に国
の登録有形文化財となっています。
　本館には12,000余点の収蔵品の中から、陶磁器、織物、染物、木工、漆工、 
絵画、金工、竹、紙、革工芸、彫刻など約1,000点が展示されており、特に朝鮮
李朝時代の各種工芸や沖縄の染織類、台湾高砂族の蕃

ばん

布
ぷ

※2、英国中世の陶器な
どの蒐

しゅうしゅう

集に特色があります。 
　西館横には、阿

あ

弥
み

陀
だ

種
しゅ

子
じ

板
いた

碑
び

と呼ばれる高さ150cmほどの板碑が立っており、
上部に阿弥陀如来を示す梵

ぼん

字
じ

が彫られています。下部には1262(弘長2)年の年号が
あり、現在区内にある板碑で最古のものとされますが、元々目黒にあったものでは
なく、埼玉県坂戸にあったものを石造文化財として移してきた展示資料です。 
　また、この財団は展示公開のみならず、民芸に関する調査研究や工

こう

人
じん

の指導、
図書の刊行、講演会などを通して、新しい生活工芸品の創造発展を図る仕事も
しています。
※１）長屋門…武家屋敷で敷地の周囲に家臣を住まわせる長屋を建て、その建物の一部に

扉をつけて門としたもの。
※２）蕃布……台湾の先住民が織った、野生の苧

ちょ

麻
ま

を原料とする平織りの粗麻布の旧称。

ここに注目！

｢民藝」とは民衆的工芸の略で、柳らによる造語。
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目
黒
区
駒
場
４-

３-

55

【
洋
館
】

０
３(

３
４
６
６)

５
１
５
０

９
時
〜
15
時
30
分

月
曜
、火
曜（
但
し
祝
休
日
の
場
合
は
開
館
）、

  
年
末
年
始

京
王
井
の
頭
線「
駒
場
東
大
前
駅
」徒
歩
約
12
分

【
和
館
】

０
３(

３
４
６
０)

６
７
２
５

９
時
〜
16
時

月
曜(

但
し
祝
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日)

、

  

年
末
年
始

京
王
井
の
頭
線「
駒
場
東
大
前
駅
」徒
歩
約
８
分

ここに注目！

大正末期から昭和初期の最新建築技術を駆使して設計され、
上流社会の生活をしのぶことができる貴重な文化財。

　旧加賀藩主の系譜をひく第16代当主前
まえ

田
だ

利
としなり

為公の本邸は、関東大震災の復
興計画に関連し、江戸時代より上屋敷を構えていた本郷から駒場へ移転しまし
た。東京帝国大学と土地の等価交換※をした広大な敷地に築かれた駒場本邸
は、現在もその規模と形状をよく留めています。洋館と和館が揃って現存してい
るのも数少ない例であり、近代上流階級の大邸宅の様子を今日に伝えていま
す。2013(平成25)年に、駒場の本邸を構成する八棟(洋館、和館、洋館渡廊下、
和館渡廊下、茶室待合、和館門及び塀、門衛所、正門および塀)とその敷地全体
が「旧前田家本邸」の名称で国指定重要文化財となりました。 
※等価交換…等しい価値を有するものを相互に交換すること。

【洋館】
　1929(昭和4)年5月に竣工した建物で、設計者は東京帝国大学教授塚

つかもと

本靖
やすし

※1と
なっていますが、実際の設計は技師高

たかはし

橋貞
てい

太
た

郎
ろう

※2が担当したものです。建物は地
上3階、地下1階 建築面積は978.25㎡。鉄筋コンクリート造りで、外壁はスクラッ
チタイルを貼り、アクセントに大

たい

華
か

石
せき

を使用。屋根は銅板葺
ぶき

で、建物の外観はイギ
リスチューダー様式※3を基調とした豪華な造りとなっています。この洋館は、大正
末期から昭和初期に建てられた大邸宅建築を代表するものの一つで、機能性を重
視し、全館暖房設備や地下にあった調理室から1・2階へ料理を運ぶための小型荷
物用エレベーターの設置など、当時における最新の技術を駆使しています。
　1944(昭和19)年に民間会社に買収され、翌年の終戦後には連合軍に接収、
米軍司令官の官邸として使用されました。返還後は敷地を含め公園として整備
され、洋館は1967(昭和42)年4月から東京都近代文学博物館として活用されて
いましたが、2002(平成14)年に閉館し、2014(平成26)年から2016(平成28)年
にかけて修理復原工事が行われ、建設当時の雰囲気がよみがえりました。現在
は建物内部を一般公開しています。

美術館
博物館

旧
前
田
家
本
邸（
洋
館
・
和
館
）

加
賀
百
万
石
大
名
の
子
孫
の
お
屋
敷(

重
要
文
化
財
建
造
物)
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※１）塚本靖(1869〜1937)…建築家。京城停車場本屋（ソウル駅旧駅舎)など。
※２）高橋貞太郎(1892〜1970)…建築家。上高地ホテル、川奈ホテルなど。
※３）イギリスチューダー様式…15～17世紀にかけて出来上がった英国の建築スタイル。レンガの煙突などが特徴。

【和館】 
　隣接の洋館と渡り廊下でつながっている和館は1930(昭和5)年に竣工。木造2階建、建築面積は
355.47㎡で、2階に設けられた楼

ろう

閣
かく

風の宝
ほう

形
ぎょう

の屋根の外観が特徴的です。設計は塚本靖や佐
さ さ き

々木 
岩
いわ

次
じ

郎
ろう

※1(帝室技芸員)などによるもので、付設する茶室の設計は3代目木
き

村
むら

清
せい

兵
べ

衛
え

※2によるものです。 
洋館が前田家の家族の居住の場だったのに対して、和館はおもに迎賓の場として使用されていました。 
　内部は客間が中心で、１階の主室「御客間」は床の間、違い棚、付書院がある書院造り※3で、鴨居の
上の欄間には精緻な透かし彫りが施されています。次の間「御次之間」とは続き間となっており、周
りを畳廊下や入

いりかわ

側※4、縁側で囲い、奥は茶室へと続いています。主室からは風雅な日本庭園を臨むこ
とができ、かつて建物の東側には中国趣味の庭と煎茶室が設けられていたと伝えられています。２階の 
「御居間」も書院造りで、丸窓や市松の板張り格

ごうてんじょう

天井※5など、やや数
す

奇
き

屋
や

風の要素が加わった造りと
なっています。
※1）佐々木岩次郎(1853～1936)…建築家。帝室技芸員。芝増上寺大殿建築などに参加。
※2）３代目木村清兵衛(1871～1955）…数寄屋大工。芳次郎（3代)は茶屋建築で知られる。
※3）書院造り…書院を建物の中心にした武家住宅の形式。
※4）入側………座敷と縁側との間にある一間（約1.8m）幅の通路。
※5）格天井……木を組んで格

こう
子
し

形に仕上げた天井。

旧前田家本邸の屋敷地は1967(昭和42)
年、駒場公園として開園。敷地の全体配
置は前田家が移住していた頃の姿を良く
残し、正門から洋館玄関までの長いアプ
ローチや洋館南の芝庭、和館の日本庭園
は大邸宅にふさわしい造園計画だったと
いえます。

駒場本邸の家具は雪
ゆき

野
の

元
もときち

吉※が渡英し、
イギリスに大使館附武官として駐在して
いた前田利為侯と打ち合わせた上でロン
ドンであつらえたものです。洋館の主な
家具はイギリスの高級家具メーカーのハ
ンプトン社で製作されました。
※雪野元吉(1897～1945)…建築家。東伏見宮

邸、秩父宮邸など。

外観

侯爵家の調度
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DATA

寺院

目
黒
区
下
目
黒
１-

８-

５

０
３(

３
４
９
１)

２
７
９
３

８
時
〜
17
時　

な
し

Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
東
急
目
黒
線
・
東
京
メ
ト
ロ
南
北
線
・

都
営
地
下
鉄
三
田
線「
目
黒
駅
」徒
歩
約
３
分

目
黒
行
人
坂
大
火
の
犠
牲
者
を
慰
め
る
石
仏
群

松し
ょ
う

林り
ん

山ざ
ん

大だ
い

圓え
ん

寺じ

ここに注目！

大圓寺石仏群の中にかくれキリシタンの痕跡？ 石仏群の中に聖母マリ
アを連想される赤子を抱いた女性や、十字架の入ったしゃく杖を持つ羅
漢像も見られます。石の色の違いが見つけるポイント！

　目黒駅西口から伸びる急な行
ぎょうにんざか

人坂の途中にあるお寺です。寛永の頃、出
で わ

羽
(現在の山形県)三

さんざん

山の一つ、湯
ゆ

殿
どの

山
さん

の修
しゅげんそう

験僧たちが坂の途中にお堂を建て修行
に励み、彼らを「行

ぎょうにん

人」と呼んだことからその名前が付きました。かつては江戸の
町から目黒不動尊への参詣路として多くの江戸っ子たちが行き交いました。
　大圓寺は1７世紀前半 (寛永年間)、大海法印が大日如来を祀

まつ

って道場とした
のがその始まりとされます。
　本堂には木造釈迦如来立像（国指定重要文化財）を安置。1193(建久4)年に
高さ162cm余の等身大で作られました。境内には当寺が火元とされる1772(明
和9)年2月の目黒行人坂大火の慰霊のために造られたといわれる 「大圓寺石仏
群」(都指定有形文化財)が残されています。大火は、当時の大圓寺本堂から出
火、江戸の3分の1を焼き、多くの死者を出しました。今の目黒から北千住まで燃
え広がり、その延焼距離の長さから明

めいれき

暦、丙
ひのえとら

寅と合わせて江戸三大大火の一つ
と呼ばれています。大火の様子は江戸中期の小説家・大

おお

田
た

南
なん

畝
ぽ

(1749〜1823)の
「半

はん

日
にち

閑
かん

話
わ

」などにも紹介されています。この火事のため、大圓寺はその後76年
間再建が許可されなかったそうです。その理由は、江戸城のやぐらまで燃えた
ためともいわれています。
　本堂正面に安置されているのが「開運招福大黒天」です。徳川家康の指南役と
して一世を風靡した天海が、徳川家康公をモデルに彫ったといわれています。江戸
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期に隆盛した山手七福神の一つとして信奉を集めました。一方、秘仏として釈迦堂に安置されているのが 
｢大圓寺大黒天」です。伝教大師作と伝わる、左右に弁財天と毘沙門天の顔を持つ三面大黒天で、江戸城
の裏鬼門を鎮

ちん

護
ご

するため、比叡山から勧請してお祀りしたといわれます。 
　また境内には貴重な江戸期の改修事業の資料が残されています。「行人坂敷石造道供養碑」（区指
定有形文化財）は参詣道として賑わった行人坂の悪路に苦しむ人々を救おうと行者たちが目黒不動尊
や浅草観音に参詣し、人々から受けた報謝を資金に坂の敷石を整備、安全を祈念したと伝えるもので
1703(元禄16)年築。また「目黒川架橋供養勢至菩薩石像」（区指定有形文化財）は行人坂の上方にあ
る勢至堂内に安置されている像で、台座からの高さは約170cm。その台座には同じく参詣の行者たち
が江戸市民の報謝を受け目黒川の両岸に太鼓橋を架けたことが記されており、1704(宝永元)年に作
られました。念仏を唱え喜

き

捨
しゃ

を募り、行人坂改修、目黒川架橋などの事業を行った西
さい

運
うん

は、悲恋で有名
な八百屋お七の相手・吉

きち

三
ざ

が出家した僧といわれます。

溶けたような姿から名付けられた石仏
ですが、大火で溶けた、あるいは江戸
時代に漁師が品川沖で引き上げたこと
から浸食が進んでいたためともいわれ
ます。悩み事をとろけさせてくれるとし
て信奉を集めています。

本堂に安置されているこの観音像は藤
原期(894〜1167年)の作ともいわれ、
高さ167.5cm。廃寺となった明王院に
伝わっていたもので、江戸時代の公的
出版物「新編武蔵風土記稿」に、明王
院の寺宝として紹介されています。

とろけ地蔵

十一面観音像
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ここに注目！

本尊薬師如来 お静地蔵
２代将軍秀

ひでただ

忠の側室、お静の方が我が子
である保

ほ

科
しな

正
まさゆき

之の栄達を祈願し、大願成
就のお礼に奉納したもの。そのため子供
の健康・立身出世にご利益があるといわ
れます。

3匹の蛸に支えられる蓮華座に乗る薬師如来。
慈覚大師が帰国の際の故事にちなみ造られた
もので、秘仏のため非公開となっています。

目
黒
区
下
目
黒
３-

11-

11

０
３(

３
７
１
２)

８
９
４
２

９
時
〜
16
時
30
分　

な
し

Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
東
急
目
黒
線
・
東
京
メ
ト
ロ
南
北
線
・

都
営
地
下
鉄
三
田
線「
目
黒
駅
」徒
歩
約
10
分
、

東
急
目
黒
線「
不
動
前
駅
」徒
歩
約
７
分

本尊の秘仏である薬師如来は1月8日の初
はつ

薬
やく

師
し

縁
えん

日
にち

にだけ御開帳と
なり、ガンやアトピーなど難病の平

へい

癒
ゆ

のために信仰されています。

　858(天安2)年、円
えんにん

仁(慈
じ

覚
かく

大
だい

師
し

)の開山。本尊は3匹の蛸に支えられた蓮
れん

華
げ

座
ざ

に乗る、ユニークな薬師如来です。開山の慈覚大師が唐への留学から帰国の際、
船が嵐に見舞われました。慈覚大師は身につけていた薬師如来を海に捧げたと
ころ、嵐は静まり無事帰国しました。その後、諸国を説法して巡っていると、肥前
松浦の波間にタコに乗った仏像を見つけます。これは、慈覚大師が帰国の際に海
に投じた薬師如来でした。この伝説から蛸薬師として人々の信仰を集めました。
　また、このお寺では真言を唱えながら患部をなでると万病に効くという慈覚
大師が唐から持ち帰った秘法「おなで石」のお守りがあります。 

不ふ

老ろ
う

山ざ
ん

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

院い
ん

（
蛸た

こ

薬や
く

師し

）

寺院

３
匹
の
蛸
が
支
え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
薬
師
如
来



10

山手線目黒駅・
目黒通りエリア

山手線目黒駅・
目黒通りエリア

DATA

目
黒
区
下
目
黒
３-

４-

４　

０
３(

３
７
１
２)

６
５
５
９

９
時
〜
17
時　

な
し

Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
東
急
目
黒
線
・
東
京
メ
ト
ロ
南
北
線
・

都
営
地
下
鉄
三
田
線「
目
黒
駅
」徒
歩
約
10
分

江
戸
の
裏
鬼
門
「
山
手
七
福
神
」の
弁
財
天
を
お
祀
り
す
る
寺

霊れ
い

雲う
ん

山ざ
ん

蟠ば
ん

龍り
ゅ
う

寺じ

寺院

ここに注目！

おしろい地蔵

岩屋弁天
本 堂 脇 の 岩屋 内に
祀
まつ

ら れてい る 石 造
りの 弁 財 天 像 。江
戸 の人々が 無 病 息
災・商売繁盛などを
祈願して広まった山
手七福神の一つで、
1832(天保3)年刊の
「東

とう

都
と

歳
さい

時
じ

記
き

」にも
紹介されています。このお地蔵様におしろいを塗り、その残

りを自分の顔に塗ると美人になるとのい
われから女性や歌舞伎役者などに信奉さ
れたお地蔵様。昭和の初めに浅草にあっ
た欣

ごん

浄
じょう

寺
じ

から移されてきたとのこと。

｢江戸名所図会」には境内に金銅の阿弥陀如来像が描かれていま
すが、これは1871(明治4)年にフランスにわたり、現在はパリ市の
チェルニスキー美術館に所蔵されています。

　下目黒の山手通りから入った参道の奥にあるお寺で、季節の花を楽しめる小
庭園はまさに喧

けんそう

騒を離れた別世界。江戸時代前期の1648(慶安元)年に開創。
当初、目黒行人坂付近にありましたが、1709(宝永6)年江戸の裏

うら

鬼
き

門
もん

を守る
現在地に移転再建された際、「霊雲山称明院蟠龍寺」とされました。お寺は浄土宗
ですが、修行者に厳しい戒

かいりつ

律を定める律
りついん

院であったことから参道右手には「不
許辛肉酒入山門（しんにくしゅさんもんにはいるをゆるさず）」と彫られた結界
石が残されています。
　本尊は平安時代末期の作といわれる「木造阿弥陀如来坐像」（都指定有形文
化財）。境内の最も奥に安置されるのが「山手七福神」の弁財天。岩屋の中には
石造の、弁天堂内には木造の弁財天像が祀られています。弁財天を慕って芸術・
芸能関係者の信奉が厚く、境内には寺院では珍しく音楽スタジオが設置されて
います。
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　江戸時代、庶民の多くが参拝に訪れた目黒不動尊。特に正月の「七福神めぐ
り」では恵比寿神、1832 (天保3)年刊の「東

とう

都
と

歳
さい

時
じ

記
き

」には大黒天も目黒不動
尊境内に祀

まつ

られていたとされ、大きな賑わいを見せました。現在も毎月28日の
大縁日には、数多くの出店が並び、江戸の昔から続く賑わいを彷

ほう

彿
ふつ

とさせます。
　目黒不動尊は、五色不動(目黒・目白・目赤・目黄・目青)の一つとして江戸城の
守護、江戸城の5つの方角の方

ほうなん

難除けとして、また江戸を起点とする五街道を守
護するスポットとして幕府に重視されていたといわれています。
　また、関東最古の不動霊場で、日本三大不動の一つに挙げられています。開創は
808(大同3)年に慈

じ

覚
かく

大師によるものとされ、大師が自ら筆をとった棟札の「大聖
不動明王心身安養呪願成就瀧泉長久」から瀧泉寺と名付けられました。
　訪れて最初に目に入るのが、仁王門の手前にある「比

ひ

翼
よく

塚
づか

」。こちらには日本
のロミオとジュリエットともいえる悲恋の物語が残されています。江戸時代、鳥
取藩の武士、平

ひら

井
い

権
ごんぱち

八は、とあるもめ事から人を殺し江戸に逃れてきました。
そこで出会った吉原の遊女、小

こ

紫
むらさき

にほれ込んでしまい、小紫に会うためのお金
を得るため辻斬り、つまり強盗を繰り返しました。追われる身となった権八は後
に、自首し処刑されます。これを知った小紫は遊郭を飛び出し、権八の墓前で後
を追うように自らの命を絶ちました。ふたりを哀

あわ

れみ、来世での幸せを願う人々
によってこの塚は建てられました。
　つぎに仁王門を通り抜け、男坂と女坂の間にあるのが「鷹

たかすえ

居の松」。これは３
代将軍家光が鷹狩に来た際、大切な鷹が行方不明になってしまい、鷹が無事に
帰って来ることを願い目黒不動尊の僧に祈らせたところ、たちまち境内の松の木
に戻ってきたことからこれを喜び「鷹居の松」と名付けました。このことをきっか
けに家光は火災で焼失した建物を修復、荘

そうごん

厳な寺院に繁栄させました。当時の
華
か

麗
れい

な境内の様子は幕末の絵師・歌
うたがわ

川国
くによし

芳の「目黒不動之図」(1853年・国立
国会図書館蔵)などに描かれています。

ここに注目！

目黒不動尊は江戸五色不動の一つ。目黒のほかには、目白(豊島
区)、目赤(文京区)、目青(世田谷区)、目黄(台東区・江戸川区)。

目
黒
区
下
目
黒
３-

20-

26

０
３(

３
７
１
２)

７
５
４
９

９
時
〜
17
時　

な
し

Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
東
急
目
黒
線
・
東
京
メ
ト
ロ
南
北
線
・

都
営
地
下
鉄
三
田
線「
目
黒
駅
」徒
歩
約
20
分
、

東
急
目
黒
線「
不
動
前
駅
」徒
歩
約
12
分

江
戸
っ
子
も
夢
中
に
な
っ
た「
元
祖
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
」

泰た
い

叡え
い

山ざ
ん

瀧り
ゅ
う

泉せ
ん

寺じ

（
目め

黒ぐ
ろ

不ふ

動ど
う

尊そ
ん

）

寺院
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　男坂の左手にある湧水・独
とっ

鈷
こ

の滝は慈覚大師がこの地に寺を建立する際に、敷地を示すために法具
である独鈷を地面に突き立てたところ霊泉が湧き出したという言い伝えがあり、近年までこの滝の水
を浴びて身を清める水

みず

垢
こ り

離に使う人がいました。
　独鈷の滝の左側にある滝泉寺前不動堂（都指定有形文化財）は、将軍や大名が参詣に来た場合、その
間本堂に参詣できない庶民が使ったもので、内には本尊木造不動明王立像などが安置されています。
　境内にはまだまだ見どころが多く、甘

かんしょ

藷（サツマイモ）の栽培を全国に普及させ、大飢饉では多くの
人を食糧難から救った青

あ お き

木昆
こんよう

陽がこの目黒の地を愛したことから、自ら「甘藷先生墓」と記した墓（国
指定史跡）とその功績を称える顕

けん

彰
しょう

碑
ひ

があります。今でも墓前にサツマイモが供えられ、毎年10月28
日の「昆

こんようせんせいほうおんかんしゃほうよう

陽先生報恩感謝法要 (甘藷まつり)」が盛大に開催され、多くの人々で賑わいます。

江戸後期に描かれた江戸の観光ガイド
ブックの元祖「江戸名所図会」では、本
堂を中心に数多くの堂塔が立ち並び、
この時期の瀧泉寺の威容を見ることが
できます。

お寺なのに鳥居が？と思われるかもしれま
せんが、かつての神仏習合の名残で鳥居の
礎石だけが残っていたところに再建された
ものです。その昔、麦打歌で「一に大鳥、二
に不動、三に金毘羅」と歌われたほど目黒
三社として賑わいました。

歌川広重とともに幕末の目黒の姿を数
多く残した絵師・歌川国芳。赤く大き
な仁王門と本堂に続く石段、左手の独
鈷の滝と思われる行場には水

みず

垢
ご

離
り

をす
る人々も描かれています。

「江戸名所図
ず

会
え

」(1836/天保7年)
に描かれた瀧泉寺

山
さんのう

王鳥
とり

居
い

歌川国芳の「目黒不動之図」
(1853/嘉永６年・国立国会図書館蔵)
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ここに注目！

目
黒
区
下
目
黒
４-

１-

１　

０
３(

３
７
１
６)

１
２
６
４

10
時
〜
17
時　

月
曜
・
火
曜(

但
し
祝
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日)

・
年
末
年
始

Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
東
急
目
黒
線
・
東
京
メ
ト
ロ
南
北
線
・

都
営
地
下
鉄
三
田
線「
目
黒
駅
」徒
歩
約
12
分
、

ま
た
は
東
急
バ
ス
で「
大
鳥
神
社
前
」下
車
徒
歩
約
１
分

LEDに照らされた標本瓶は壮観。多様な寄生虫
の形をじっくりと観察することができます。

　世界的にも珍しい、寄生虫学専門の研究博物館。寄生虫症がまだ国内であり
ふれた病気だった1953(昭和28)年、寄生虫学の研究と地域社会への啓発を目
的として、医学博士の亀

かめ

谷
がい

了
さとる

(1909〜2002)が私財を投じて創設しました。多く
の寄生虫研究者から資料の寄贈を受けながら発展を続け、1993(平成5)年に現
在の6階建てのビルが完成。今日では、家族連れ・カップル・修学旅行生・外国
人観光客など、老若男女が訪れる人気の施設として知られています。
　展示室は1階と2階で、国内外から集められた約300点の液

えき

浸
しん

標本や関連資料
が並んでいます。パネルや動画、タッチパネル等を用いて、寄生虫について一か
ら学べる博物館です。常設展示だけでなく、特別展示の開催や講演など、様々な
活動を行っています。それだけの展示内容にも関わらず入館料を設けていない
のは、亀谷の強い信念を受け継いだもの。しかし、博物館の基本財産のみの経
営には限界があるので、積極的に寄付を募っています。
　同名の公益財団法人が運営する目黒寄生虫館の事業は、展示だけではありま
せん。日々の研究活動を通じて寄生虫学の発展に努めています。収蔵品は標本
約60,000点、図書文献約16,000冊にのぼります。なかでも寄生虫分類学に多
くの業績を残した、医学博士・理学博士の山

やま

口
ぐち

左
さ

仲
ちゅう

(1894〜1976)と縁が深く、
多数の資料が寄贈されました。これらは適切に管理され、館内外の研究に活用
されています。
　また、ガイドブックや定期刊行物を刊行しており、グッズや書籍類とともに、
ミュージアムショップで購入できます。見学後もお家で寄生虫学に触れてみては
いかがでしょうか。

身
近
に
あ
る
の
に
意
外
と
知
ら
な
い
寄
生
虫
の
未
知
な
る
世
界
へ

目
黒
寄
生
虫
館

美術館
博物館
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日
やまとたけるのみこと

本武尊が現在の焼
津市で火攻めにあっ
た時、熊手をもって
火を防ぎ九死に一生
を得て賊を平定した
という神徳をたたえ
る舞です。 

太
だいだいかぐら

々神楽
｢熊手の舞」

切
きり

支
し

丹
たん

灯
とうろう

籠
さお石の部分に十字模様や像が刻まれ、これをキリストに
見立てて崇拝したもので、もとは目黒村の肥前島原藩主松平
主
とのものかみ

殿頭の下屋敷内にあったものとされています。

　目黒駅から目黒通りを西へ、山手通りと交わる角にある神社です。創建は平
安時代初期の806(大同元)年で区内最古の神社です。祭神は日

やまとたけるのみこと

本武尊を主神と
し、国

くにのとこたちのみこと

常立尊と弟
おとたちばなひめのみこと

橘媛命を合
ごう

祀
し

しています。この神社は毎年ニュースにもなる
酉の市が有名で、毎年11月に開かれ多くの参拝客で賑わいます。その時に「熊手
の舞」が舞われます。歴史も古く、境内には1835(天保6)年の酉の市に神楽を奉
納したことを記念する神楽塚があります。
　御神木の大銀杏は昭和初期に目黒川の河川改修の際、切り倒されることに
なったものを熱心な町民運動により神社へ献木されたものです。空襲による戦
火をも耐え抜いた奇跡の名木です。 

ここに注目！

大鳥神社の「大鳥」は日本武尊が亡くなった際、魂が大きな
白鳥になって飛び去ったとの逸話にちなんだ名前です。

目
黒
区
下
目
黒
３-

１-

２　

０
３(

３
４
９
４)

０
５
４
３

常
時   

な
し

Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
東
急
目
黒
線
・
東
京
メ
ト
ロ
南
北
線
・

都
営
地
下
鉄
三
田
線「
目
黒
駅
」徒
歩
約
10
分

目
黒
区
最
古
の
神
社

大お
お

鳥と
り

神じ
ん

社じ
ゃ

神社
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ここに注目！

区民ギャラリー
ここは区民の方はもちろん、区民以外の方に
も作品発表の場として貸し出している有料の
スペースです。地下1階にA面とB面の展示室が
あり、絵画、彫刻、書、工芸、立体、映像など美
術に関するものを展示することができます。

所蔵作品
明治以降、日本人が海外に学んで制作した
作品、特に作家が自己のスタイルを模索する
過程から生まれた作品群や、目黒ゆかり
の作家の作品などを中心に所蔵。天井ま
で届く鉄のオブジェが印象的で、美術館
も一つの作品であるかのようです。

　緑豊かな目黒区民センターの一角に1987(昭和62)年に開館した美術館で
す。地域の人 と々の密接な関わりを重視しながら「幅広い視野からとらえた様々
な美術作品」を紹介しています。近現代の日本の作家における美術作品や目黒
区にゆかりの深い作品などを所蔵作品展で公開するほか、内外の多様な美術の
動向をとらえた企画展を積極的に開催しています。
　現在美術館のコレクションは約250名の作家、2,000点以上の作品です。生
活の中の美や、作品の成り立ちと素材・技法に目を向けるワークショップも好
評で、展示と体験活動を融合させる新たな試みとして注目されています。また、
本館エントランスにあるミュージアムショップも人気で、目黒区美術館のコレク
ションをテーマにしたオリジナルグッズや展覧会関連グッズ、雑貨、お子様向け
のおもちゃなどが購入できます。 

目
黒
区
目
黒
２-

4-

36

０
３(

３
７
１
４)

１
２
０
１

10
時
〜
18
時(

最
終
入
館
は
17
時
30
分
ま
で
）

月
曜(

但
し
祝
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日)

、年
末
年
始(

12
／
28
〜
１
／
４)

、展
示
替
期
間

Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
東
急
目
黒
線
・
東
京
メ
ト
ロ
南
北
線
・

都
営
地
下
鉄
三
田
線「
目
黒
駅
」徒
歩
約
10
分
、

東
急
東
横
線
・
東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線「
中
目
黒
駅
」徒
歩
約
20
分

洗練された空間の中、近現代アートを中心に数々のコレクション
を展示。草

くさ
間
ま

彌
や

生
よい

や東
ひがし

山
やま

魁
かい

夷
い

の作品も所蔵しています。

近
現
代
ア
ー
ト
を
も
っ
と
も
っ
と
身
近
に
楽
し
め
ま
す

目
黒
区
美
術
館

美術館
博物館
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目
黒
区
下
目
黒
３-

20-

11

０
３(

３
７
９
２)

６
７
５
１

９
時
〜
17
時（
最
終
拝
観
受
付
は
16
時
30
分
ま
で
）　

な
し

Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
東
急
目
黒
線
・
東
京
メ
ト
ロ
南
北
線
・

都
営
地
下
鉄
三
田
線「
目
黒
駅
」徒
歩
約
12
分
、

東
急
目
黒
線「
不
動
前
駅
」徒
歩
約
８
分

　目黒不動尊の北東に位置するお寺で、300体を越える五
ご

百
ひゃく

羅
ら

漢
かん

坐
ざ

像
ぞう

が有名で
す。羅漢とはお釈迦様の弟子のことで実在した人物といわれ、五百羅漢はお釈
迦様が亡くなったときに集まった500人の弟子がモデルとされています。　
　一見お寺とは思えない、新しい博物館を思わせるアーチ状の山門をくぐると、
境内にみえる現在のお堂は1981(昭和56)年に建てられたものです。1695(元禄
８)年本所五ツ目(現在の江東区)に創建。徳川５代将軍綱吉、さらに８代将軍吉
宗の援助を得て「本所のらかんさん」として江戸の人々から親しまれ、繁栄を遂
げますが、その後、廃

はい

仏
ぶつ

毀
き

釈
しゃく

などにより移転、目黒に落ち着いたのは1908 (明
治41)年になります。一時無住となりましたが、新たな貫主により再興され今に
続いています。
　階段を登り寺務所の前を通ると広場があり、右手に続く建物が有名な羅漢
堂です。現在305体が安置されている五百羅漢坐像は、京都出身の禅師・松

しょううん

雲
元
げんけい

慶(1648〜1710)が出家後全国遊行した際、現在の大分県の耶
や

馬
ば

渓
けい

にある羅漢
寺で見た羅漢像に触発されて五百羅漢像を自分で彫刻しようと誓い、江戸浅草
で着工、多数の人々の寄付を得て、十余年を費やしひとりで釈迦三尊像以下536
体の羅漢像を完成しました。これを安置するために幕府の援助も得て建てたの
が本寺です。羅漢像は一体ごとに表情が異なりそれぞれにお言葉がつけられて
います。また、羅漢像の中にいる病を払う神獣「獏

ばくおう

王像」（白
はく

澤
たく

）は必見。アマビ
エと同じく病魔を防ぐ力があるといわれ、昔から流行り病のときには多くの人が
白澤の絵をお守りとして飾りました。
　羅漢堂左手建物内部にあるのが「聖

しょう

宝
ほう

殿
でん

」。元禄当時の羅漢像造立のための
寄進帳や寺内の合図に使った大きな魚板など江戸から続く歴史資料を多数展
示、五百羅漢寺と人 と々のつながりを示すものばかりです。特に浮世絵に描かれ
る当時の五百羅漢寺は注目です。本所での創建当時の境内には螺

ら

旋
せん

状に階段を
登りつつ堂内の諸仏を参拝できる建物があり、これがとても評判で、この建物は
現存しませんが、葛飾北斎が「富嶽 三十六景」に描いており当時の寺の姿を知
ることができます。
　境内一番奥に位置する本堂には本尊の釈迦如来像が羅漢さんたちと一緒に
祀
まつ

られており、お釈迦様が説法されている光景が再現されています。 

ここに注目！

境内には会席料理を楽しめるらかん亭と、ランチや喫茶を楽しめる
らかん茶屋があり休憩にはもってこい！山門を入って右手の建物内です。

様
々
な
表
情
を
も
つ
３
０
０
体
あ
ま
り
の
羅
漢
像
が
圧
巻

天て
ん

恩お
ん

山ざ
ん

五ご

百ひ
ゃ
く

羅ら

漢か
ん

寺じ

（
羅ら

漢か
ん

寺じ

）

寺院

五百羅漢坐像外観
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ここに注目！

トピック

　東京で屈指の人気を誇る、ホテル雅
が

叙
じょ

園
えん

東
とう

京
きょう

。創業者・細川力蔵が、芝浦に
あった自宅を改築した純日本料亭を、1931(昭和6)年より多くの人々に本格的
な料理を気兼ねなく食べていただくため、気軽に入れる料亭として目黒の地に
誕生しました。
　来店者に味だけではなく目でも楽しんでもらうため、館内は芸術家たちに
描かせた壁画や天井画、彫刻などで装飾され、人々から「昭和の竜宮城」と謳

うた

われる、東洋一の美術殿堂が誕生しました。
　現在はその伝統と経験から積み上げられた「日本美のミュージアムホテル」を
コンセプトに、絢

けんらん

爛豪
ごう

華
か

な美術・工芸品、時を経て洗練された文化財が人々を
迎えています。
　そんなホテル雅叙園東京の中でも、とりわけ豪華で 優美な施設が「百

ひゃくだん

段
階
かいだん

段」です。百段階段とは通称で、ホテル雅叙園東京の前身である目黒雅叙園
3号館にあたります。1935 (昭和10)年に建築された、ホテル雅叙園東京の中で
現存する唯一の木造建築です。館内でまず目に入るのは、厚さ約5cmのケヤキ
板が使用された99段の長い階段廊下。時を経るごとに風合いを増すこの階段
は、登る度に天井の絵画が変わり、訪れる人を楽しませてくれます。そしてこの
階段廊下に繋がっているのが、それぞれ趣向の異なる７つの部屋。この部屋は
昔、晴れやかな宴に使われていたものであり、天井や欄間には、当時屈指の著名
な画家達が創り上げた美の世界が描かれています。
　最近の研究によると、この豪華な装飾は桃山風、更には日光東照宮の系列、
あるいは歌舞伎などに見られる江戸文化に属するものだといえます。「百段階段」
はその装飾の美しさから見ても、伝統的な美意識の最高到達点を示すものとさ
れ、2009 (平成21)年3月、東京都の有形文化財に指定されました。現在は展示会
などのイベントや限定ツアーにて一般公開されています。

太
だ

宰
ざい

治
おさむ

※の短篇「佳
か

日
じつ

」の中で結婚式が行われる
料理店として登場することでも知られています。 
※太宰治(1909～1948)…小説家。「人間失格」など。

目
黒
区
下
目
黒
１-

８-

１　

０
３(

５
４
３
４)

３
１
４
０

12
時
30
分
〜
18
時(

最
終
入
館
は
17
時
30
分
ま
で)

※
企
画
展
開
催
時
の
み
公
開

Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
東
急
目
黒
線
・
東
京
メ
ト
ロ
南
北
線
・

都
営
地
下
鉄
三
田
線「
目
黒
駅
」徒
歩
約
３
分

受
け
継
が
れ
し
日
本
美
を
今
に
伝
え
る
豪
華
絢
爛
な
美
術
の
殿
堂

ホ
テ
ル
雅
叙
園
東
京「
百
段
階
段
」
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ここに注目！

｢一年を通じて満開の桜を日本画で楽しんで頂く」と
いうコンセプトに基づく美術館。展示室は4室あり、
常設展示のほかにも、企画展や展覧会が一年に4、
5回開催されています。

コレクション

外観
目黒川の自然景観とマッチする美術館の外観は、有孔タイルの持つ光と空気の流れを大切
にした洗練されたデザインが印象的です。2012年にはグッドデザイン賞を受賞しました。

　桜の季節には大勢の花見客で賑わう目黒川のほとりに、現代日本画の専門美
術館として、2012(平成24)年3月に中目黒に東京館として開館。展覧会ごとに
テーマを設定した「コレクション展」という形式で収蔵作品を一般公開していま
す。特に昭和以降生まれの日本画家の作品を中心に現代日本画の魅力に触れら
れる場として、さらに活躍中の日本画家の支援活動を目的に誕生しました。
　展示室には毎回40点余りの作品が展示されており、繊細な日本画を親密な空
間で楽しめるような展示が心掛けられています。また、「一年を通じて満開の桜
を日本画で楽しめる」というコンセプトに基づき、桜がモチーフの屏風作品を含
めた50号以上の大作十数点を常設する展示室を設けており、大画面の現代日本
画による雅やかで華やかに展開する桜の空間を堪能することができます。

桜をモチーフにしたオリジナルグッズを買うこと
ができます。

目
黒
区
上
目
黒
１-

７-

13

０
３（
３
４
９
６
）１
７
７
１

10
時
〜
18
時(

最
終
入
館
は
17
時
30
分
ま
で)

月
曜(

但
し
祝
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日)

、

年
末
年
始
、展
示
替
え
期
間

東
急
東
横
線
・
東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線「
中
目
黒
駅
」徒
歩
約
５
分

一
年
を
通
じ
て
満
開
の
桜
を
大
画
面
の
日
本
画
で
楽
し
め
る
美
術
館

郷さ
と

さ
く
ら
美
術
館

美術館
博物館

▲中島千波「櫻雲の目黒川」2013年
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　東急東横線の駅名にもなっている祐天寺は1718(享保3)年、同年に亡くなっ
た祐

ゆうてん

天上人の遺言である「念仏道場を建てて欲しい」という願いにより、その高
弟の祐

ゆうかい

海上人が開創。
　賑やかな駒沢通りから国登録有形文化財の表門を入ると一転して静かな境
内。正面の仁王門(区指定有形文化財)は1735(享保20)年、5代将軍綱吉の養
女・竹姫寄進のもの。細かな絵様なども大きな変更もなく創建当初の姿を伝え
ています。彫刻が有名で、蟇

かえるまた

股※1にあるのは方位を示している十二支。中央部の
内側には正面に麒

き

麟
りん

※2、背面に海
かい

馬
ば

の二神獣が彫られています。両側の仁王像
は高さ約2.6mの阿

あ

形
ぎょう

と吽
うん

形
ぎょう

の2体で、本堂の木造祐海上人坐像（区指定有形文
化財）も手がけた大仏師・竹

たけ

崎
ざき

石
いわ

見
み

の作と伝わります。
　仁王門右手にある「かさね塚」は歌舞伎舞踊「色

いろ

彩
もよう

間
ちょっと

苅
かり

豆
まめ

」にちなんだものです。
下
しもうさのくに

総国(現在の茨城県)に、百姓の夫婦がおり、妻には「助
すけ

」という醜い顔の男子
の連れ子がおり、夫は「助」の醜さを疎ましく思ったため、妻が川に突き落とし
て死なせたそうです。その後生まれた女子「累

るい

」は「助」の生き写しだったため
村人は因果を感じて累を「かさね」と呼びました。時は移り累は流れ者の与右衛
門を婿に迎えましたが、醜さを疎ましく思った与右衛門に殺されてしまいます。
後妻に入った女も次々 に亡くなり、6人目の女が産んだ「菊

きく

｣にある日異変が起こり、
与右衛門に自分は以前殺された累である旨を告げ、菊を苦しめました。
　困った村人は近くの寺の修行僧に除霊をお願いします。僧は念仏と戒名を授
け累を成仏させました。すると今度は助が現れて菊を苦しめるので、古老の話
を聞きつつこちらにも念仏と戒名を授けて成仏させると漸く菊は正気を取り戻し
た、とのことで、その僧が祐天上人だったとの伝説が残されています。この物語
は江戸時代に広く世間に知れ渡り、怪談噺

ばなし

や映画の題材としても度々取り上げら
れています。境内の仏舎利殿にある「かさね大絵馬」はかさね塚建立60周年の
1986(昭和61)年に制作されたものです。

目
黒
区
中
目
黒
５-

24-

53

０
３(

３
７
１
２)

０
８
１
９

常
時

な
し

東
急
東
横
線「
祐
天
寺
駅
」徒
歩
約
８
分

多
数
の
寺
宝
が
物
語
る
江
戸
の
町
人
文
化

明み
ょ
う

顕け
ん

山ざ
ん

祐ゆ
う

天て
ん

寺じ

寺院
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ここに注目！

阿弥陀堂には享保の上棟時、1854(嘉永7) 年および1932 (昭和7) 年の計3枚の棟
むね

札
ふだ

※が小屋
裏に残されており、創建時の姿を「技術のリレー」によって現在に伝えています。
※棟札…寺社・民家など建物の建築・修築の記録・記念として、棟木・梁など建物内部の高所に取り付けた札。

　仁王門を抜けて本堂前から左手の墓地の中心にあるのが、祐天上人墓(都指定文化財旧跡)。台石に
は祐天上人の略歴と祐天寺開創の由来が書かれています。国登録有形文化財の本堂には木造の祐天
上人坐像（都指定有形文化財）と祐海上人坐像が安置されています。
　本堂前の賽銭箱に注目してみましょう。当寺は江戸の町火消にゆかりの寺として知られています。こ
れは一説によると祐天上人が、増上寺の住職であったころ火消し組織を確立し、これが江戸の町火消
しの原型となったことに由来すると伝えられています。ほかにも地蔵堂内の格

ごうてんじょう

天井※3など、お寺のあち
こちに纏

まとい
※4を見つけることができます。

　また、当寺は目黒不動尊と並んで将軍の鷹狩の御
ご

膳
ぜん

所
しょ

※5として使われるなど、将軍家と関係のある
寺として栄えてきた歴史があります。本堂は1894(明治27)年の火災後、1898(同31)年に本堂後方に
建立されていた徳川将軍家代々の御霊殿を曳き移し、本堂の一部としました。堂内に徳川家の葵紋付
きの唐破風が遺っているのはそのためです。

※1）蟇股……横木に設置し、荷
か

重
じゅう

を分散して支えるために、下側が広くなっている部材。
※2）麒麟……中国神話に現れる伝説上の動物で泰平の世に現れるという。
※3）格天井…木を組んで格

こう

子
し

形に仕上げた天井。
※4）纏………（町）火消の組のしるしで、さおの先に飾りをつけたもの。
※5）御膳所…鷹狩のおり、将軍が休息と食事をする場所。  

1926(大正15)年に建てられた累の供養
碑。江戸時代以降広く話が知られ「累物」
と呼ばれる歌舞伎作品や落語の怪談噺
「真景累ヶ淵」、映画に取り上げられまし
た。供養と安全祈願に歌舞伎役者などが
公演前にお参りしています。

かさね塚

江戸時代に「灘の樽回船」と江戸の木綿問屋仲間
「白子組」の回船が度々沈没し、その遭難者の慰
霊のために建てられた供養碑。その碑文からは当
時の度重なる海難の事実を知ることができます
(区指定有形文化財）。

祐天寺海難供養碑
（左：灘目の海難供養碑、右：白子組の海難供養碑）
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ここに注目！

目
黒
区
中
目
黒
３-

１-

６

０
３(

３
７
１
２)

６
７
９
７

常
時

な
し

東
急
東
横
線
・
東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線「
中
目
黒
駅
」徒
歩
約
５
分

　中目黒駅から山手通りを南へ。駒沢通りと交わる角のお寺です。重厚な山門を
くぐると広 と々した境内が広がります。境内で最初に目につくのは、鐘

しょうろう

楼の横に
ある３ｍを超える和装の美しい三沢初子の像です。
　初子は仙台藩伊達家３代目藩主綱宗の側室、浅岡の局で４代目藩主綱村の母
です。夫である綱宗は、その素行の悪さにより幕府から強制的に隠居をさせられ
てしまい、その後を継いだのは綱宗と初子の子である亀千代でした。亀千代はわ
ずか２歳で４代目藩主綱村となりました。初子は幼くして藩主となったわが子を
想い、その身の安全を鬼子母神像に願いました。
　この母の想いは叶い、綱村は権力闘争であるいわゆる「伊達騒動」も乗り越
え、後に名君と呼ばれるほど立派に成長しました。お寺にある三沢初子像や、
初子が祈念した鬼子母神像は、今も昔も変わらない母が子を想う気持ちを伝
えています。初子が亡くなった後、伊達家下屋敷にあった初子の邸宅が寄進さ
れ、その部材を使用した本堂や鬼子母神堂などに伊達家の家紋を見ることが
できます。
　本堂の左手、アーチ状の入口を入った墓地に初子のお墓（都指定文化財旧跡）
があり、子である４代目藩主綱村も母を弔うため寺に特別な保護を与えたこと
から、正覚寺は仙台藩伊達家と関わりの深い寺となっています。なお正覚寺は
1619(元

げん

和
な

５)年、日栄上人により開山された日蓮宗のお寺で、2019(令和元)年
に400周年を迎えました。

世界三大荒行に挙げられる日蓮宗の修行を達成しないと
できない木

ぼっ
剣
けん

加
か

持
じ

というご祈祷が受けられます！

寺院

母
の
想
い
を
今
に
伝
え
る
仙
台
・
伊
達
家
ゆ
か
り
の
寺

実じ
っ

相そ
う

山ざ
ん

正し
ょ
う

覚が
く

寺じ

写真：岡庭璃子（株式会社日本デザインセンター)
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ここに注目！

中目黒にありながら都会の喧騒を忘れる自然豊かな
境内。なんと野生のタヌキが参拝に来ることも！

目
黒
区
中
目
黒
３-

10-

５

０
３（
３
７
１
２
）５
５
０
７

常
時　

な
し　

東
急
東
横
線
・
東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線「
中
目
黒
駅
」徒
歩
約
９
分

秋
の
例
大
祭
で「
江
戸
の
里
神
楽
」が
奉
納
さ
れ
る
旧
中
目
黒
村
の
鎮
守

中な
か

目め

黒ぐ
ろ

八は
ち

幡ま
ん

神じ
ん

社じ
ゃ

神社

例大祭神楽奉納 さざれ石
参道石段の左側にあるのが国歌にも歌われる
｢さざれ石」。1996(平成8)年に本殿の昭和造営
６０周年を記念して置かれました。記念碑の文字
は秩父のパワースポットで当社とゆかりのある宝

ほ

登
ど

山
さん

神社の当時の宮司さんによるものです。

毎年9月第四土・日曜日に開催される例大祭
で、土曜日の宵

よいみや
宮にて稚児舞「浦安の舞」が

奉納されます。翌日日曜に「江戸の里神楽」
が奉納され、合わせてお神輿が周辺を練り
まわる神

み こ し と ぎ ょ
輿渡御が行われます。

　中目黒駅から山手通りを南へ、駒沢通りを右折して最初の信号を左折してしば
らくすると右手にある神社です。旧中目黒村の鎮

ちんじゅ

守で、祭神は誉
ほんだわけのみこと

田別命(応
おう

神
じん

天
皇)を主祭神とし、天

あまてらすおおみかみ

照大神を合
ごう

祀
し

しています。この神社は9月の例大祭で奉納
される神

かぐ

楽
ら

が有名。目黒区内では、ほかにも下目黒の大鳥神社や自由が丘の熊
野神社など神楽を奉納する寺社がありますが、この神社はかつては十二座の神
楽を奏することで知られていました。 
　本殿の左側には神社の縁起などが刻まれている1926(大正15)年建立の八幡
神社の碑があります。また参道には国歌「君が代」に登場する「さざれ石」が配
されています。
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目黒ばやし（区指定無形民俗文化財） 自由が丘の祖、栗
くり

山
やま

久
きゅう

次
じ

郎
ろう

翁
おう

の像
1889(明治22)年に市制町村制によって
碑
ひ

文
もん

谷
や

村
むら

と衾
ふすまむら

村が合併して碑
ひぶすまむら

衾村が成立
しました。同年に発足した碑衾村の村長
を20年に渡り務める事になったのが栗山
久次郎。自由が丘の祖とも云える人物で、
現在も当社境内に栗山久次郎の銅像や顕
彰碑が建っています。

百数 十 年 の歴 史をもつこのお 囃 子は 、江 戸の
祭
まつりばやし

囃子の本流というべき神田囃子のリズムや旋律
を忠実に伝え、技術練磨に励む人々の創意工夫に
よって目黒独特の郷土色が織り込まれた貴重な民
俗芸能です。現在３つの認定された保存会により
熊野神社、碑文谷八幡宮、八雲氷川神社の例大祭
などで演奏されています。

　自由が丘の旧地名である谷
や

畑
ばた

地域の鎮守で、伊
いざなみのみこと

弉冉尊・速
はやたまのおのみこと

玉之男尊・
泉
よもつことさかのおのみこと

津事解之男尊を祭神とし、「谷畑の権現さま」として親しまれてきました。中世
から近世にかけて熊野信仰※が高まったことから、熊野本宮の御神霊を拝受し
て祀

まつ

られたと思われ、創建は不詳ですが鎌倉時代以前と伝えられています。
　現在の本殿は1909(明治42) 年、拝殿は1967(昭和42)年の改築で、境内に
建つ赤鳥居は1823(文政6)年のものです。本殿の上部に隠れハートのモチーフ
があることから「縁結びの神様」として人気になっています。また、社殿右側に
は倉

うかのみたまのみこと

稲魂命を祀る農業の神さま「伏見稲荷」や、自由が丘の祖である栗
くりやま

山久
きゅう

次
じ

郎
ろう

翁の像もあります。
　毎年9月の例大祭には、神楽殿で区指定無形民俗文化財の「目黒ばやし」が
奉納されています。 
※熊野信仰…和歌山県の熊野三山に対する信仰。平安から鎌倉時代に流行した。

ここに注目！

世界文化遺産熊野本宮に起源をもつ「谷畑の権現さま」。
縁結びの神様として人気です。

目
黒
区
自
由
が
丘
１-

24-

12

０
３（
３
７
１
７
）７
７
２
０

常
時　

な
し

東
急
東
横
線
・
東
急
大
井
町
線「
自
由
が
丘
駅
」徒
歩
約
３
分

熊
野
三
山
ゆ
か
り
の
神
社
は「
縁
結
び
」の
ご
利
益
で
も
有
名

自じ

由ゆ
う

が
丘お

か

熊く
ま

野の

神じ
ん

社じ
ゃ

神社
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ここに注目！

癪封じの御利益があるとして信仰を集め、今なお多くの参拝者が訪れる八雲の鎮守様です。

衾
ふすま

村
むら

の鎮守で、祭神は素
すさのおのみこと

盞嗚尊、稲
いなだひめのみこと

田姫命、大
おおなむちのみこと

己貴命。創建の年代は不詳
ですが、1757(宝暦7)年に「鎮守氷川宮」の鳥居が建立されたことや1787(天明
7)年の「鎮守 氷川宮御宮」の建築について記された文書が残されています。
　古くから「癪

しゃくふう

封じの神」として広く信仰され、遠くからも参詣人がつめかけた
といわれています。「癪」とは腹部などの痛みのことで、神木のアカガシの皮を煎
じて飲むと効くといわれましたが、今は枯木の株が現存するのみです。また、境
内には絵馬堂や子を抱いた一対の狛

こまいぬ

犬、天
あまの

邪
じゃ

鬼
く

が四隅を担いでいる水鉢なども
あります｡
　9月の祭礼には、神楽殿で素

すさのおのみこと

戔嗚尊の八
や

岐
また

の大
お ろ ち

蛇退治の物語を表した古式豊
かな「剣の舞」が奉納されます。

目
黒
区
八
雲
２-

４-

16

０
３（
３
７
１
７
）１
６
０
１

常
時　

な
し

東
急
東
横
線「
都
立
大
学
駅
」徒
歩
約
５
分

古
く
か
ら
多
く
の
人
た
ち
に
信
仰
さ
れ
て
い
る「
癪
し
ゃ
く

封ふ
う
じ
の
神
様
」

八や

雲く
も

氷ひ

川か
わ

神じ
ん

社じ
ゃ

神社
境内には絵馬堂や子を抱いた一対の
狛犬、天

あまの

邪
じゃ

鬼
く

が四隅を担いでいる水鉢
などがあります。

子を抱いた狛
こま

犬
いぬ

癪
しゃく

封
ふう

じの御神木のアカガシ。癪封じの御利益がある
として信仰を集め、煎じて薬にしようとアカガシの皮
を剥ぐ参詣者が跡をたたなかったため、枯死してし
まったと伝えられています。現在は枯れてしまいまし
たが、社殿の裏に巨大な株が祀

まつ

られています。

アカガシの巨大な株
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ここに注目！

　２０世紀後半以降の日本の彫刻家たちがどのような作品を創造したのか記録
すると同時に、若い彫刻家たちに作品展示の場を提供したいとの思いと、少しで
も多くの方々に彫刻の素晴らしさに触れ、楽しんでいただけるよう願いを込めて
浄土宗寺院である長泉院の教化事業の一環として開館された彫刻専門の美術
館です。この寺院隣接地を美術館専用の敷地として計画し、1978(昭和53)年5
月に第1、第2野外展示場が開設、1982(昭和58)年3月には、本館建物が完成し
ました。さらに1987(昭和62)年7月に第3野外展示場を、2003(平成15)年9月に
は野外企画専用の第4展示場が増設されました。

閑静な住宅街の中に、上空から見ると六角形を組み合わせたようなグレーにマホ
ガニーレッドの御影石貼りのモダンで印象的な本館を囲むように野外に4つの展示
場があり、20世紀後半以降の日本の彫刻家による作品を鑑賞することができます。
　本館と野外展示場には、1960年から2015年までの制作年を中心に、舟

ふな

越
こし

保
やす

武
たけ

※1､
朝
あさ

倉
くら

響
きょう

子
こ

※2、舟
ふなこし

越桂
かつら

※3、空
そら

充
みつあき

秋※4、田
た

中
なか

毅
つよし

※5、菅
すがわら

原二
じ

郎
ろう

※6、堀
ほりぐち

口泰
たいぞう

造※7、峯
みね

田
た

敏
としろう

郎※8、鈴
すず

木
き

武
ぶ

右
え

衛門
もん

※9、川
かわさき

崎普
ひろてる

照※10、三
み き

木俊
としはる

治※11ら、国内を代表する作家
156名から新進気鋭の作家の企画展示など、約200数十点の個性あふれる作品
が展示されています。

高 峰 山長 泉 院 は 、浄土 宗の刷 新 のために律 院 ※12として1761(宝 暦11)年
に建 てられ たものです。当時、この 寺 は「新 寺」と呼 ば れていたことから、
今 も「しんで ら」という呼 称 が 残 っています。増 上 寺 第 4 5 世 の 大 玄 和 尚 が
豪 商 北 川 保 久 仙ら の 協 力を 得て開 山し、176 7(明 和 4)年 に 本 堂と 庫

く

裏
り

、
鐘
しょう

楼
ろう

などを新築、その後、1789(寛政 元)年には寺域を拡張して大きく発展。
その頃より境内は目黒川右岸の台地にひろがり、古木が茂り、斜面には堂塔が整いま
した。常行念仏の道場にふさわしく「江戸名所図会」にもその様子が描かれています。

写真映えする野外展示場はファッションショー
の会場として利用されたことも。

目
黒
区
中
目
黒
４-

12-

18

０
３（
３
７
９
２
）５
８
５
８

10
時
〜
17
時(

最
終
入
館
は
16
時
30
分
ま
で)

月
曜(

但
し
祝
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日)

東
急
東
横
線「
祐
天
寺
駅
」徒
歩
約
16
分

彫
刻
芸
術
を
身
近
な
存
在
と
し
て
鑑
賞
し

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
！

現
代
彫
刻
美
術
館

美術館
博物館

※１）舟越保武(1912〜2002)…東京芸術大学名誉教授。「たつ子像」（田沢湖畔)など。
※２）朝倉響子(1925〜2016)…彫刻家・朝倉文夫の次女。「WOMAN」(町田駅北口)など。
※３）舟越桂（1951〜）…神秘的で繊細な表情の半身像が印象深い。
※４）空充秋（1933〜）…石のスピーカーは1964年の東京五輪で選手村に展示。
※５）田中毅（1951〜）…ポップでユーモアあふれる作品。
※６）菅原二郎(1941〜)…大阪芸術大学名誉教授。二科会彫刻部代表。
※７）堀口泰造(1916〜)…抑留体験からの虜囚の像で知られる。
※８）峯田敏郎(1937〜)…ロダン大賞展彫刻の森美術館賞ほか多数。
※９）鈴木武右衛門(1949〜2014)…古代ギリシアの大理石彫刻を思わせる秀作多数。
※10）川崎普照(1931〜)…1998年「大地」で日本芸術院賞授賞。
※11）三木俊治(1945〜)…行列する人々をモチーフにした蝋型彫刻で知られる。
※12）律院…戒律を遵守するものの住する寺院の呼称。

外観 展示場
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東横線・
日比谷線エリア

DATA

ここに注目！

｢碑文谷」という地名の起こりに２つの説！？板碑の
多い谷（里）という説も合わせて楽しみたい！

　旧碑
ひ

文
もん

谷
や

村
むら

の鎮守で、祭神は応神天皇です。鎌倉時代に源頼朝の重臣だった
畠
はたけやま

山 重
しげただ

忠(1164〜1205)の守護神を、碑文谷村の宮野左近がここに祀
まつ

ったのが
起源だと伝えられています。社殿は1674(延宝2)年に建てられたもので、その後
1872(明治5)年に再建され、1887(明治20)年に改築されました。社殿の右側に
は重忠の臣、榛

はんざわ

沢六郎を祀った稲荷社があり、また碑文谷の地名の由来とされ
る梵

ぼん

字
じ

※を刻んだ「碑
ひ

文
もん

石
せき

」が保存されています。
　玉垣と緑豊かな木々に囲まれた境内には、目黒区の保存樹林第一号に指定さ
れた大樹が茂っており、春には一の鳥居から二の鳥居まで、参道の両側の桜が
見事な花のトンネルをつくることでも知られています。また、多くの露店が並ぶ
９月の秋季例大祭は賑わいを見せます。
※梵字…古代インド語を表す文字のことで、梵語（サンスクリット語）を書き表す際に用いた文字｡

碑文谷の地名の由来
とされる碑文石
緑に囲まれた社殿の横に
正面ガラス張りの小さな
保存庫に納められている
社宝の「碑文石」。「碑文
の彫った石のある里(谷)」
ということから碑文谷の
地名の起源をなすものと
もいわれています。

碑文谷八幡宮には社宝が3点あり、「碑文谷の地名の起源をな
す碑文石」のほかにも、勝海舟直筆の「八幡大神」の額、「奉献
八幡満津里氏子中」と書かれた幟

のぼり

が所蔵されています。 

勝海舟直筆の幟
のぼり

「
碑
文
谷
」の
地
名
の
由
来
が
こ
こ
に
！

碑ひ

文も
ん

谷や

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

目
黒
区
碑
文
谷
３-

７-

３

０
３（
３
７
１
７
）６
４
１
２

常
時　

な
し

東
急
東
横
線「
学
芸
大
学
駅
」徒
歩
約
15
分

神社
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DATA

ここに注目！

江戸時代に空前のブームとなった黒仁王。これを題材にした文学
作品は多く、特に黄

き

表
びょう

紙
し

といわれる現在でいう大人向けの漫画に
江戸庶民の姿が描かれています。

　23区内で現存する最古の木造建築である本堂（国指定重要文化財）の美しさ
で知られるお寺です。重厚な山門を入ると正面に仁王門（区指定有形文化財）、
本堂奥の阿弥陀堂前にはお釈迦様が悟りを開かれた菩提樹の木があります。
また春には桜が境内を彩ります。853(仁

にん

寿
じゅ

３)年、慈
じ

覚
かく

大師の開基。本堂は室
町時代の建物で唐様建築に和様を取り入れた単層入母屋造りで、屋根の起

むくり

破
は

風
ふ

が美しいカーブを描いており、職人技を感じます。
　この本堂には職人の粋な心意気を伝えるエピソードがあります。それは、戦後
間もない頃、圓融寺の本堂(釈迦堂)は約十年かけて大規模な復原修理が行な
われました。その際に屋根裏の一番奥の柱に創建時に刻まれたとされる文字が
発見されました。そこには「我が手よし 人見よ」というたった一言で、人名も年
号もありませんでした。その発見から三十年ほどたったある日、復原修理の棟梁
が訪れ、住職に「実は釈迦堂の屋根裏には、もう一つ文字が刻まれている」と語
りました。住職は「そんな報告はありませんでしたが？」と、よくよく聞いてみると
「実はわたしの仕業です」とまさかの告白。「我が手よし 人見よ」の文字を見た
瞬間、どうしても衝動に駆られて自分からの返事をしなければならないと思った
そうです。「で、なんと彫ったのですか？」と住職がたずねると「その手よし 我は見
たり」と答えたそうです。
　室町時代に本堂を建てた棟梁と、復原修理を行なった棟梁の六百年以上もの
時を超えた対話が、修復後三十年経ってようやく私たちの知るところとなった
瞬間でした。

目
黒
区
碑
文
谷
１-

22-

22

０
３（
３
７
１
２
）２
０
９
８

常
時　

な
し

東
急
東
横
線「
学
芸
大
学
駅
」徒
歩
約
15
分

寺院

時
代
を
越
え
た
職
人
の
リ
レ
ー
が
受
け
継
ぐ
建
築
美

経き
ょ
う

王お
う

山さ
ん

圓え
ん

融ゆ
う

寺じ
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大井町線エリア

DATA

ここに注目！

武蔵野の原風景をとどめており、江戸時代から近代に
かけての建築技術が残る貴重な宮野家のお屋敷です。

目
黒
区
原
町
２-

５-

８

０
３（
３
７
１
２
）０
１
０
０

10
時
〜
16
時 (

最
終
入
園
は
15
時
30
分
ま
で
）

月
・
火
曜（
但
し
祝
祭
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日)

、

８
／
８
〜
８
／
17
、12
／
26
〜
１
／
16

東
急
目
黒
線「
洗
足
駅
」徒
歩
約
５
分

江
戸
時
代
か
ら
の
面
影
が
色
濃
く
残
る
緑
豊
か
な
古
民
家
園

宮
野
古
民
家
自
然
園

美術館
博物館

　宮野家の主屋とその周辺環境を保全し、地域文化の高まりに寄与することを
目的に、1995(平成7)年5月に開園した自然園です。園内に残る宮野家主屋（区
指定有形文化財）は創建以来、主要構造部の改築や移築はなく、当時の姿を今
日に伝える貴重な建造物だとされています。 
　主屋建物の南面には庭があり、入

いり

母
も

屋
や

造りの主屋を中心に、独立した民具展
示室や五右衛門風呂とかまどを配した離れ、茶室、祠

ほこら

などが点在しています。往
時の茅

かや

葺
ぶき

だけは銅
どう

板
ばん

葺
ぶき

に改められ、その葺き替えの際に化粧隅
すみ

木
き

※1と化粧垂
たる

木
き

※2

が新たに付け加えられました。 
　主屋の間取りは四ツ間取り型からなっており、畳敷きや板敷で構成されてい
る東側部分も当時は土間であったことが、その痕跡からうかがうことができま
す。主屋が建てられたのは、江戸時代中後期の寛政期(1789〜1801年)以前と
考えられており、現在の居間や台所に10畳の規模を置き、その桁行き間の割り
付けは実寸で2.5間を2つ割りにするなど、当時の新しい設計技術を使って設
計されています。その一方で大黒柱級の太い柱材を梁行き方向に三本並べるな
ど、昔ながらの広間型の平面における柱配置を残しており、新旧の建築技術が
見事に混在しているのも特徴です。
　主屋建築と前後して植えられた屋敷林の本数は約200本で、往時の原型をと
どめる屋敷林は敷地の四方に、幅員5〜10m、樹高が15m以上のものが30本ほ
どあり、現存する大木の状態から、およそ200年前後存続しているようです。

※１）化粧隅木…軒を見上げた時、隅に斜めに見えている部材。
※２）化粧垂木…軒裏や屋根裏などに用いられる美しく仕上げられた垂木。
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